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1 1 基本的な考え方 

総合区長の予算意見具申権の 
具体化 

(総合区長が市長と施策方針を共有できる仕組みを構築) 

（１）基本的な考え方 

◆ 大阪市ではニア・イズ・ベターの考え方に基づき、区ＣＭ制度を設けるなど、区の特性を活かす取組みを 

     他の政令指定都市に先駆けて実施 

◆ 総合区制度の創設により、予算に関して総合区長が市長に意見を述べる権限（予算意見具申権）も 

     法律で新たに位置付け                                    

  制度検討の背景 

総合区長の 

自律性の強化 

総合区予算の 

「見える化」 

総合区長が直接マネジメントできる
財源の充実 

⇒ 地域の実情に応じた特色ある行政サービスを充実 

⇒ 市全体としての施策の一体性を確保・継続 

予算の「見える化」をさらに充実 

住民ニーズを市政・区政により的確に

反映できる仕組みをいかに整備するか 

総合区長が市長と施策方針を共有す

るための仕組みをいかに制度化するか 

新たなサービスに必要な財源確保の 

インセンティブをいかに保障するか 

拡大する総合区予算についての説明

責任をいかに果たすか 

（２）検討の視点 

※ 区ＣＭ（シティ・マネージャー）とは、区長を局長より上位に格付けし、局を区長の補助組織に位置付け、区長の指揮監督のもとで総合的な観点から 
     基礎自治業務を実施する仕組みとして導入。区ＣＭは区長をもって充てる 

 予算-１ 

【予算編成は市長の権限】 



2 総合区長がマネジメントできる財源の充実 

（１）地域の実情に応じた特色ある行政サービスの実現 

◆ 区ＣＭ制度では、区長が区ＣＭの立場で各局を指揮して事業実施できるが、関与は間接的 

  現状 

◆ 事務分担に応じて、総合区長が直接マネジメントできる財源（総合区予算）を充実 

◆ これまで以上に施策分野の枠を超えた予算の策定、選択と集中による事業の再構築が可能 

◆ 区の管理資産の有効活用や寄附金などにより、現在のインセンティブ制度を活用して新たに 

   確保した歳入は、総合区の財源として活用 

  総合区設置後 

     総合区長のマネジメントのもと、施策分野の枠を超えた事業の展開により、 

   地域の実情や住民ニーズに応じた、きめ細かで特色あるサービスが実現 
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2 総合区長がマネジメントできる財源の充実 

（２）総合区長が直接マネジメントできる財源の充実イメージ 

総合区長のマネジメントとは 

○○サービスを充実してほしい 

・区の施設や資産をさらに有効活用しよう … 

○○サービスは 
もっと充実したいが、 
それには財源が必要だ 

市長に提出する 
総合区予算案に 

反映 

・社会環境等に応じて事務は見直そう … 

区予算 
82億円 

総合区予算 
226億円 

区ＣＭ予算 
（各局で計上） 

159億円 

現在の24区 

※総合区執行予算は、局で予算の配付を行い、事業は総合区において総合区長のマネジメントで執行 
※区ＣＭ事務の一部は、局事務に移管 
※局事務からも一部が総合区事務に移管 

・総合区予算・総合区執行予算の 
 内訳は、平成28年度当初予算で 
 試算したものであり、今後の検討に 
 より変動する 

総合区 

新たなサービスに必要な 
財源を確保 

総合区執行予算 
58億円 

指示・命令はできるが、
事業は局で実施 
(間接的な関与) 

これまで以上に施策 
分野の枠を超えて 
マネジメントが可能 
(直接的な関与) 

執行段階で、 
議決予算の 
範囲内において 
裁量を発揮 

総合区長 
住 民 

 予算-３ 



３ 総合区長の予算意見具申権の具体化 

（１）住民ニーズを市政・区政に的確に反映 

◆ 総合区長の「予算意見具申権」が法定化されたことを受け、住民ニーズを把握する総合区長が 

   市長・副市長と意見交換する仕組みを整備 

◆ 住民に密接に関わる各局所管の事務も意見具申の対象 

  考え方 

 ◆ 予算編成に先立つ方針策定プロセスからの参画 

  ○ サマーレビュー（仮称）の設定 

            

               

 

  ○ 戦略会議など方針策定の場への直接参画 

 

 

  ◆ 予算編成段階の関与 

 

 

  総合区設置後 

市全体の施策の一体性を確保・継続しつつ、住民ニーズを市政・区政に反映 

・ 「市政運営の基本的な考え方」「予算編成方針」の策定議論に総合区長が直接参画 

・ 住民ニーズを発信しつつ、市政の現状・課題やめざす姿について市長・副市長と認識を共有 

・ 総合区予算の要求内容について、市長に直接説明する場を設定 

・ 予算編成過程で、市長や副市長（各局）と意見交換を行い、総合区の取組内容を総合区予算案としてとりまとめ 

・ 次年度の予算編成に向け、住民ニーズをもとに市長・副市長と幅広く意見交換 

サマーレビュー（仮称）の想定テーマ  
⇒ 住民ニーズを踏まえた総合区の現状と課題、次年度の市政運営や予算編成に向けた意見等 
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市長 総合区長 
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【次年度に向けた検討】 
市政運営の基本的な考え方・予算編成の方針 

 
 

方針策定への直接参画（戦略会議など） 

市長と意見交換のうえ 

総合区予算案をとりまとめ 

市長への直接説明 

住民ニーズの把握 

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル 

予算編成 

市会の審議を経て予算成立 
予算の執行 

総合区予算（案）説明 

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

地
域
の
実
情
・
地
域
の
声 

住 民 

総合区長の意見を踏まえ 
全市的観点から 

各局予算を検討 

各総合区の特色ある予算 

市政運営の基本方針策定 区政運営の基本方針策定 

総合区予算の要求・説明 

予算（案）説明 

サマーレビュー等を踏まえた 

総合区・各局間の調整 

サマーレビュー（仮称） 

大阪市全体としての 
施策の一体性を確保・継続 

地域の実情に応じた 
特色ある行政サービスを充実 

３ 総合区長の予算意見具申権の具体化 

（２）予算編成プロセス 
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XX年度 大阪市予算 

 歳出予算は目的別（おおむね
局別）に区分して計上 

 性質別の内訳や財源内訳など
は、説明資料で公表 

総合区別の予算説明資料 

 
○○区 

予算の概要 

 
△△区 

予算の概要 

 
□□区 

予算の概要 

 
◇◇区 

予算の概要 【目的別】 

福祉費 

  こども 
 青少年 
 費 

土木費 

経済 
戦略費 

新規・充実事業は
何だろう・・・ 

私たちの要望は実現
したかな・・・ 

よその総合区と比べ
てどうだろうか・・・ 

他市と比
べてどうだ
ろうか・・・ 

市全体の
市税の使
い道
は・・・ 

どの分野に力を入れ
ているのだろう・・・ 

４ 総合区予算の「見える化」 

 

◆ 総合区長が財務マネジメントをより発揮できることになるため 、その内容について説明責任を果たす 

◆ 個々の総合区の予算の姿が分かり、他の総合区との比較も可能となるよう、予算書の構成や新たな 

   説明資料の工夫などについて検討を重ね、予算の一層の「見える化」を推進 

 

  総合区設置後 

（１）拡大する総合区予算についての説明責任 

地域住民の市政・区政への理解と関心が高まり、 
より一層声が届きやすい市政・区政の実現へ 

 予算-６ 

住 民 


